
日
本
ア
ジ
ア
協
会
と
協
会
の
紀
要
に
つ
い
て

秋

山

勇

造

１

明
治
一
〇
年
以
前
に
日
本
に
在
住
し
て
い
た
外
国
人
は
一
五
、
六
〇
〇
人
程
度
で
、
そ
の
中
で
も
日
本
語
に
習
熟
し
て
い
た
人
は
ご

く
一
部
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
当
時
日
本
に
住
む
外
国
人
は
日
本
の
事
情
に
明
る
い
学
者
の
知
識
や
助
言
を
求
め
て
い
た
し
、
一

方
、
日
本
通
の
外
国
人
も
自
分
た
ち
の
知
識
や
意
見
を
発
表
す
る
場
を
求
め
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
実
際
上
の
必
要
か
ら
欧
米
人
の
日

本
研
究
団
体
「
日
本
ア
ジ
ア
協
会
」（T

he
A
siatic

Society
of

Japan

）
が
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
に
横
浜
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
の
研
究
団
体
は
、
当
初
多
数
派
の
英
国
勢
の
思
惑
で
、
ロ
ン
ド
ン
に
本
拠
を
置
く
「
英
国
王
立
ア
ジ
ア
協
会
」（T

h
e

R
oy

al

A
siatic

Society
of

G
reat

B
ritain

and
Ireland

一
八
二
三
年
設
立
）
の
日
本
支
部
と
し
て
発
足
す
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
ア
メ

リ
カ
の
強
硬
な
反
対
に
あ
っ
て
、
同
協
会
か
ら
独
立
し
た
一
つ
の
提
携
組
織
（an

associate
society

w
ith

the
R
oyal

A
siatic

Society

）
と
し
て
「
日
本
ア
ジ
ア
協
会
」（the

A
siatic

Society
of

Japan

）
の
名
称
で
一
八
七
二
年
（
明
治
五
年
）
七
月
二
九

日
に
、
横
浜
の
外
国
人
商
業
会
議
所
（Y

okoham
a

C
ham

ber
of

C
om

m
erce

）
で
の
設
立
総
会
で
約
一
一
四
名
の
会
員
を
も
っ
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て
設
立
さ
れ
た
。
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
横
浜
在
住
者
で
、
職
業
別
に
み
る
と
、
外
交
官
二
一
名
、
政
府
御
雇
外
国
人
一
九
名
、
宣
教
師

一
二
名
、
商
人
四
二
名
で
、
国
籍
は
英
国
人
七
四
名
余
、
米
国
人
二
三
名
余
、
そ
れ
に
カ
ナ
ダ
、
ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ス

ペ
イ
ン
が
そ
れ
ぞ
れ
数
名
、
日
本
人
の
会
員
に
は
森
有
礼
が
た
だ
一
人
選
ば
れ
て
い
る
。
書
記
に
は
サ
イ
ル
（E

.
W

.
S
y
le

英
国
人

宣
教
師
）、
会
計
に
Ｂ
・
Ｂ
・
ベ
イ
カ
ー
（
英
銀
行
家
）、
評
議
員
に
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
米
人
宣
教
師
）、
Ｆ
・
Ｖ
・
デ
ィ
キ
ン
ズ

（
英
海
軍
医
官
）、
Ｒ
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
（
英
国
領
事
）、
Ｗ
・
Ｇ
・
ハ
ウ
エ
ル
（
英
人
新
聞
経
営
者
）、
Ｅ
・
Ｍ
・
サ
ト
ウ
（
英
外
交
官
）、

Ａ
・
Ｊ
・
ウ
ィ
ル
キ
ン
ソ
ン
（
英
国
人
実
業
家
）、
ザ
ッ
ペ
（
ド
イ
ツ
領
事
）
が
選
ば
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
こ
の
研
究
団
体
は
一
七
八
四
年
に
カ
ル
カ
ッ
タ
に
設
立
さ
れ
た
「
ベ
ン
ガ
ル
・
ア
ジ
ア
協
会
」（th

e
A
siatic

S
ociety

of
B
en

g
al

）
が
母
胎
で
、
一
八
二
三
年
に
前
記
の
王
立
ア
ジ
ア
協
会
が
ロ
ン
ド
ン
に
設
立
さ
れ
、
中
国
の
香
港
や
上
海
に
も
同
様
の

団
体
が
生
ま
れ
た
。
当
初
協
会
の
活
動
は
活
発
で
は
な
か
っ
た
が
、
英
国
領
事
パ
ー
ク
ス
（H

arry
S.

P
arkes

）
ら
の
尽
力
で
上
海

に
北
中
国
支
部
（the

N
orth

C
hina

B
ranch

of
the

R
oyal

A
siatic

Society

）
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
こ
れ
が
ア
ジ
ア
研
究
の

中
心
的
な
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
六
五
年
（
慶
応
元
年
）
に
駐
日
公
使
と
し
て
来
日
し
た
パ
ー
ク
ス
は
着
任
し
た
と
き
す
で
に
部
下
の
日
本
研
究
の
実
態
を
知
っ

て
い
た
。
し
か
し
一
八
七
二
年
に
設
立
準
備
委
員
会
が
開
か
れ
た
と
き
、
パ
ー
ク
ス
は
岩
倉
使
節
団
の
訪
英
を
迎
え
る
た
め
に
ア
ス
ト

ン
（W

illiam
G
.
A
ston

）
と
と
も
に
一
時
帰
国
し
て
い
た
の
で
、
代
理
公
使
ワ
ト
ソ
ン
（R

.
G
.
W

atson

）
が
初
代
会
長
に
選
ば

れ
、
ヘ
ボ
ン
（Jam

es
C
.
H
epburn

）
と
ハ
ー
ド
ロ
ウ
（H

enry
H
ardlow

英
海
軍
医
師
）
が
副
会
長
に
な
っ
た
。
パ
ー
ク
ス
と

ア
ス
ト
ン
は
岩
倉
使
節
団
接
待
の
任
を
終
え
て
日
本
に
帰
る
と
す
ぐ
入
会
し
た
。
以
後
パ
ー
ク
ス
は
同
協
会
の
事
実
上
の
指
導
者
と
し

て
、
日
本
学
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
に
応
じ
た
仕
事
を
割
り
当
て
、
日
本
研
究
を
精
力
的
に
推
進
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
東
京
帝
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国
大
学
の
初
代
言
語
学
教
授
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（B

asil
H
.
C
h
am

b
erlain

）
は
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
Ｖ
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
の
『
ハ
リ
ー
・

パ
ー
ク
ス
伝
』（
一
八
九
四
年
）
に
寄
せ
た
一
文
「
パ
ー
ク
ス
の
思
い
出
」
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

「
パ
ー
ク
ス
は
自
分
で
は
日
本
の
言
語
や
文
学
を
学
ぼ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
自
分
の
特
質
を
伸

ば
す
よ
う
に
仕
向
け
た
。
こ
う
し
て
パ
ー
ク
ス
学
派
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
つ
く
り
、
日
本
の
言
語
、
文
学
、
地
理
、
芸
術
、
製
造

業
な
ど
多
く
の
分
野
に
つ
い
て
調
査
研
究
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
偉
大
な
人
物
の
監
督
下
に
あ
っ
た
と
き
ほ
ど
日
本
研
究
が
活
発
で
実

り
の
多
い
時
期
は
な
か
っ
た
」

パ
ー
ク
ス
は
ま
た
一
八
七
六
年
か
ら
七
八
年
ま
で
協
会
の
会
長
も
つ
と
め
て
い
る
。

こ
う
し
て
ア
ス
ト
ン
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
ヘ
ボ
ン
、
グ
リ
フ
ィ
ス
（W

illiam
E
.
G
riffis

）
ら
一
流
の

日
本
学
者
は
公
使
パ
ー
ク
ス
を
中
心
に
し
て
運
営
さ
れ
た
日
本
ア
ジ
ア
協
会
を
舞
台
に
交
流
し
、
互
に
刺
戟
し
合
い
な
が
ら
各
人
が
そ

れ
ぞ
れ
の
研
究
分
野
で
す
ぐ
れ
た
業
績
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
欧
米
人
の
日
本
に
つ
い
て
の
認
識
は
き
わ
め
て
浅
く
、
ロ
ン
ド
ン
、
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
サ
マ
ー
ズ
、

パ
リ
東
洋
語
学
校
の
レ
オ
ン
・
ド
・
ロ
ニ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
Ｊ
・
Ｊ
・
ホ
フ
マ
ン
の
よ
う
な
例
外
的
な
日
本
学
者
は

い
た
が
、
欧
米
の
大
学
に
日
本
学
専
門
の
学
者
は
ほ
と
ん
ど
一
人
も
い
な
か
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
で
中
国
語
と
中
国
文
学
を
教
え
て
い
た
前
記
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
サ
マ
ー
ズ
が
日
本
政
府
に
招
か

れ
て
来
日
す
る
前
の
一
八
七
〇
年
か
ら
七
三
年
に
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
で
発
行
し
て
い
た
中
国
と
日
本
に
関
す
る
研
究
誌
『T

h
e

P
h
oen

ix

』
の
一
八
七
三
年
（
明
治
六
年
）
四
、
五
、
六
月
号
に
、
当
時
米
国
代
理
公
使
の
任
を
終
え
て
帰
国
す
る
前
に
渡
英
し
て
い

た
外
交
官
森
有
礼
の
論
文
「O

utline
of

Japanese
H
istory

」（
日
本
史
概
説
）
が
載
っ
て
い
る
。
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こ
の
論
文
の
序
文
で
森
は
、「
こ
の
島
国
以
外
で
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
わ
れ
わ
れ
の
貧
弱
な
言
語
は
英
語
の
支
配
に
屈
す
る
運

命
に
あ
る
」（O

ur
m
eagre

language,
w
hich

can
never

be
of

any
use

outside
of

our
islands,

is
doom

ed
to

yield
to

the
dom

ination
of

the
E
nglish

tongue

）
と
日
本
語
の
将
来
に
つ
い
て
悲
観
的
な
意
見
を
の
べ
て
い
る
。
森
の
日
本

語
廃
止
論
、
英
語
国
語
化
論
も
単
純
な
欧
化
主
義
か
ら
で
は
な
く
、
彼
が
海
外
で
直
接
味
わ
っ
た
惨
め
な
思
い
か
ら
来
た
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
。
当
時
は
森
に
限
ら
ず
多
く
の
日
本
の
知
識
人
に
と
っ
て
、
日
本
語
や
日
本
文
化
が
世
界
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
な
ど
思
い
も
よ

ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
ア
ジ
ア
協
会
は
こ
の
よ
う
な
時
期
に
設
立
さ
れ
た
が
、
以
後
太
平
洋
戦
争
終
結
前
後
の
数
年
間
（
一
九

四
一
―
四
七
年
）
を
除
い
て
平
成
の
現
在
ま
で
一
三
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
お
り
、
現
在
も
活
動
を
続
け
て
い
る
。
参
考
ま

で
に
以
下
に
創
立
以
後
昭
和
初
期
ま
で
の
歴
代
会
長
の
名
前
を
あ
げ
て
み
る
。

P
residents

（1872

―1949

）

R
.G

.W
atson,E

sq.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1872-73

J.C
.H

epburn,E
sq.M

.D
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1873-74

R
everend

S.R
.B

row
n,D

.D
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1874-76

Sir
H
arry

S.P
arkes

K
.C
.B
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1876-78

P
rofessor

D
avid

M
urray,L

.L
.D

.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1878-79

R
everend

E
.W

.Syle,D
.D

.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1879-80

E
dw

ard
D
ivers,E

sq.,M
.D

.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1880-81

J.G
ordon

K
enney,E

sq.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1881-82
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Sir
H
arry

S.P
arkes,K

.C
.B
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1882-83

J.C
.H

epburn,E
sq.,M

.D
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1883-85

N
.J.H

annen,E
sq.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1885-88

W
.G

.A
ston,E

sq.,C
.M

.G
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1888-89

R
everend

J.L
.A

m
erm

an,D
.D

.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1889-90

N
.J.H

annen,E
sq.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1890-91

P
rofessor

B
.H

.C
ham

berlain

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1891-93

R
everend

D
.C

.G
reene,D

.D
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1893-95

Sir
E
rnest

M
.Satow

,K
.C
.M

.G
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1895-00

R
everend

D
.C

.G
reene,D

.D
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1900-03

R
everend

A
rthur

L
loyd,M

.A
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1903-05

Sir
C
laude

M
.M

acD
onald,K

.C
.M

.G
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1905-11

J.C
.H

all,E
sq.,C

.M
.G
.,I.S.O

.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1912-13

Sir
C
onyngham

G
reene,G

.C
.M

.G
.,K

.C
.B
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1913-18

R
oland

S.M
orris,E

sq.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1919-21

Sir
C
harles

E
liot,G

.C
.M

.G
.,C

.B
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1921- 26

D
r.W

ilhelm
Solf

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1926-28
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G
.B

.Sansom
,E

sq.,C
.M

.G
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1929-30

R
everend

S.H
.W

ainright,D
.D

.,M
.D

.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1930-31

Sir
F
rancis

L
indley,G

.C
.M

.G
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1932-34

Sir
R
obert

C
live,K

.C
.M

.G
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1935- 37

Sir
R
obert

L
.C

raigie,K
.C
.G
.M

.,C
.B
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1938-41

H
erbert

W
.N

orm
an,P

h.D
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1947- 48

Sir
A
lvery

G
ascoigne,K

.C
.M

.G
.

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…1948-49

２

協
会
が
設
立
さ
れ
た
翌
々
年
の
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）
一
〇
月
に
協
会
の
紀
要
『T

ransactions
of

the
A
siatic

Society

of
Jap

an

』
が
刊
行
さ
れ
た
（
発
行
が
遅
れ
た
た
め
、
創
刊
号
と
第
二
号
が
合
併
の
形
で
発
行
さ
れ
た
）。
こ
の
雑
誌
は
協
会
の
機
関

誌
で
あ
る
が
、
実
質
は
日
本
お
よ
び
極
東
全
般
に
関
す
る
研
究
論
文
集
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
サ
イ
ズ
は
菊
版
（
四
六
版
よ
り
一
回
り

大
き
い
）、
発
行
回
数
は
多
く
て
年
五
、
六
回
、
少
な
い
と
き
は
一
回
く
ら
い
で
不
規
則
で
あ
っ
た
。
第
一
号
以
下
五
〇
号
（
一
九
二

三
年
）
ま
で
を
第
一
期
と
し
、
第
二
期
一
号
―
一
九
号
（
一
九
二
四
年
―
四
〇
年
）、
第
三
期
一
号
―
二
〇
号
（
一
九
四
八
年
―
八
五

年
）、
第
四
期
一
号
（
一
九
八
六
年
―
）
と
し
て
平
成
の
現
在
ま
で
継
続
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

創
刊
号
に
は
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
の
「N

otes
on

L
oochoo

」（「
琉
球
覚
書
」）
と
「T

he
G
eography

of
Japan

」（「
日
本
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の
地
理
」）、
Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
の
「Streets

and
Street

N
am

es
in

Y
edo

」（「
江
戸
の
街
路
と
そ
の
名
称
」）、
Ｗ
・
Ｇ
・

ア
ス
ト
ン
の
「R

ussian
D
escents

in
Saghalien

and
Itrap

in
the

years
1806-7

」（「
一
八
〇
六
―
七
年
の
樺
太

カ
ラ
フ
ト

・
択
捉

エ
ト
ロ
フ

ロ
シ
ア
人
侵
入
事
件
」）、
第
二
号
に
は
ヘ
ボ
ン
の
「M

eteorological
O
bservations

in
Japan

」（「
日
本
に
お
け
る
気
象
観
測
」）、

ア
ス
ト
ン
の
「H

as
Japanese

an
A
ffinity

w
ith

A
ryan

L
anguages?

」（「
日
本
語
は
ア
ー
リ
ア
系
言
語
と
類
似
性
を
持
つ

か
」）
な
ど
が
あ
り
、
歴
史
、
言
語
、
文
学
、
宗
教
、
芸
術
、
地
理
、
風
土
、
考
古
学
、
植
物
学
な
ど
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ

た
る
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
は
最
初
日
本
の
活
版
印
刷
の
起
源
を
研
究
し
て
い
た
が
、
日
本
の
活
字

印
刷
が
朝
鮮
か
ら
来
た
も
の
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
来
た
も
の
の
二
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。「O

n
the

E
arly

H
istory

of
P
rinting

in
Japan

」（「
日
本
初
期
印
刷
史
」
第
一
〇
号
、
一
八
八
二
年
）
と
「M

ovable
T
ypes

in
K
orea

and
E
arly

Jap
an

ese
P
rin

ted
B
ook

s

」（「
朝
鮮
古
代
活
字
と
日
本
古
版
本
」
第
一
〇
号
、
一
八
八
二
年
）
は
近
代
日
本
書
誌
学
の
嚆
矢
と
な

っ
た
だ
け
で
な
く
、
極
東
の
古
代
印
刷
文
化
を
世
界
に
紹
介
し
た
最
初
の
論
文
で
あ
る
。
サ
ト
ウ
は
さ
ら
に
こ
の
研
究
を
進
め
て
、
耶

蘇
会
宣
教
師
の
文
書
や
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
に
関
す
る
文
献
を
渉
猟
す
る
と
と
も
に
自
ら
も
そ
の
遺
物
を
蒐
集
繙
閲
し
、
そ
れ
ら
を
ま

と
め
た
論
文
「T

he
Jesuit

M
ission

P
ress

in
Japan

1591-1610

」
を
第
二
七
号
（
一
八
九
九
年
）
に
発
表
し
た
。
こ
れ
は
す

で
に
一
一
年
前
の
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
年
）
に
四
ツ
折
判
六
〇
頁
ほ
ど
の
私
家
本
と
し
て
一
〇
〇
部
だ
け
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
、
頒

布
し
て
い
た
も
の
で
、「
口
訳
平
家
物
語
」（
文
祿
元
年
天
草
刊
）、「
ア
ル

ー
レ
ズ
拉
丁
文
典
提
要
三
巻
」（
文
祿
三
年
　
天
草
刊
）、

「
落
葉
集
」（
慶
長
三
年
　
長
崎
刊
）、「
ロ
ド
リ
ゲ
ー
ズ
日
本
文
典
」（
慶
長
九
年
　
長
崎
刊
）
な
ど
、
一
六
世
紀
末
に
耶
蘇
会
士
の
手

に
よ
っ
て
日
本
で
活
版
印
刷
さ
れ
た
一
四
種
類
の
書
籍
を
紹
介
し
た
も
の
で
、
そ
の
後
日
本
で
盛
ん
に
な
る
切
支
丹
研
究
、
南
蛮
研
究

に
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
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サ
ト
ウ
は
日
本
を
去
っ
た
の
ち
も
ア
ジ
ア
協
会
の
記
要
に
寄
稿
し
、
二
七
年
間
に
わ
た
っ
て
約
二
〇
篇
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
に
は
琉
球
と
琉
球
語
、
ア
イ
ヌ
と
ア
イ
ヌ
語
に
関
す
る
論
文
が
多
い
が
、
第
九
号
（
一
八
八
二
年
）
に
『
古

事
記
』
の
英
訳
「T

ranslation
of

the
K
ojiki

or
R
ecords

of
A
ncient

M
atters

」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
翌
年
の
八

三
年
に
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

第
二
〇
号
（
一
八
九
三
年
）
に
「A

D
escrip

tion
of

M
y

H
u
t

」
と
題
し
た
鴨
長
明
の
『
方
丈
記
』
の
冒
頭
部
分
の
英
訳
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
訳
者
は
当
時
東
京
帝
国
大
学
英
文
科
の
教
師
だ
っ
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
（Jam

es
M

.
D
ixon

）
で
、
学
生
の
夏
目
金
之

助
（
漱
石
）
に
訳
さ
せ
、
そ
れ
に
手
を
入
れ
た
も
の
だ
が
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
冒
頭
の
「
ノ
ー
ト
」
で
漱
石
の
助
力
に
感
謝
し
て
い
る
が
、

漱
石
を
翻
訳
者
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
。
漱
石
訳
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
漱
石
全
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
訳
と
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
一
九
〇
七
年
（
明
治
三
九
年
）
に
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
と
南
方
熊
楠
共
訳
の
『
方
丈
記
』

が
グ
ラ

ス
ゴ
ー
のG

ow
ans

&
G
ray

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
不
運
に
も
こ
の
訳
は
当
時
の
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
か
っ
た
が
（
今
で
も

そ
う
か
も
し
れ
な
い
）、
漱
石
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
訳
よ
り
ず
っ
と
本
格
的
な
も
の
で
、
翻
訳
と
い
う
よ
り
も
方
丈
記
の
学
術
的
な
研
究

書
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
訳
は
完
成
原
稿
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
熊
楠
の
も
と
の
訳
と
漱
石
の
訳
を
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
が
日
本
語
の
仮
名
の
音
訳
の
方
法
に
つ
い
て
論
じ
た
「T

he
"K

ana"
T
ransliteration

System

」

（「
仮
名
の
音
訳
体
系
」
第
八
号
）
も
注
目
す
べ
き
論
文
で
あ
る
。
デ
ィ
キ
ン
ズ
は
日
本
語
を
ロ
ー
マ
字
で
表
記
す
れ
ば
、
外
国
人
も
日

本
語
が
簡
単
に
読
め
て
時
間
と
労
力
の
節
約
に
な
り
、
日
本
の
開
明
を
進
め
る
た
め
に
役
に
立
つ
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
ロ
ー
マ
字
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表
記
も
彼
は
歴
史
的
仮
名
使
い
に
よ
ら
ず
に
、
実
際
の
発
音
に
近
い
表
記
を
す
る
の
が
よ
い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
「
川
」

は
「k

ah
a

」
で
は
な
く
「k

aw
a

」、「
日
記
」
は
「n

itsu
k
i

」
で
は
な
く
「n

ik
k
i

」
と
い
う
よ
う
に
。
こ
れ
に
対
し
て
デ
ィ
キ
ン
ズ

の
親
友
だ
っ
た
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
は
、
口
語
の
学
習
だ
け
が
目
的
な
ら
そ
れ
で
よ
い
が
、
文
語
（w

ritten
lan

g
u
ag

e

）
を
学

ぶ
者
に
は
歴
史
的
仮
名
綴
り
の
方
が
便
利
で
あ
る
と
主
張
し
、
二
人
は
書
簡
を
通
し
て
論
争
し
て
い
る
が
、
結
果
的
に
は
デ
ィ
キ
ン
ズ

が
主
張
し
た
発
音
表
記
が
標
準
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
同
じ
時
期
の
明
治
六
年
に
森
有
礼
、
西
周
、
福
沢
諭
吉
ら
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
た
日
本
最
初
の
学
術
結
社
「
明
六
社
」
の
会
員
の
多
く
が
、
文
盲
を
な
く
し
、
日
本
の
開
明
を
進
め
る
た
め
に
、
日
本
語
表

記
の
簡
略
化
、
ロ
ー
マ
字
化
を
主
張
し
、
西
周
は
『
明
六
雑
誌
』
第
一
号
に
「
洋
字
ヲ
以
テ
国
語
ヲ
書
ス
ル
ノ
論
」
を
掲
げ
て
、
日
本

語
を
ロ
ー
マ
字
で
表
記
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
協
会
の
会
員
だ
っ
た
宣
教
師
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
門
下
生
植
村
正

久
は
、「
彼
（
ブ
ラ
ウ
ン
）
が
日
本
人
を
し
て
羅
馬
字
を
採
用
せ
し
む
る
に
熱
心
で
、
明
六
雑
誌
の
紙
上
に
於
て
西
周
の
羅
馬
字
説
を

読
み
聞
か
せ
ら
れ
し
と
き
、
慨
然
諸
大
家
を
集
め
一
大
会
議
を
開
き
て
羅
馬
字
採
用
の
得
失
を
討
論
し
、
日
本
教
育
の
方
針
を
定
む
る

の
必
要
を
説
き
た
し
と
云
ひ
し
を
記
憶
す
」（
植
村
全
集
第
五
巻
）
と
言
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
「
博
士
（
ブ
ラ
ウ
ン
）
は
日
本
の
文
字

を
改
良
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
意
見
を
有
し
、
明
治
六
、
七
年
頃
学
生
に
毎
日
聖
書
を
教
へ
る
と
き
、
羅
馬
字
の
も
の
を
読
ま
せ
た
位
に

漢
字
排
斥
論
者
で
あ
つ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
協
会
の
評
議
員
だ
っ
た
デ
ィ
キ
ン
ズ
は
、
公
使
パ
ー
ク
ス
に
宛
て
て
出
し
た
書
簡
（
一
八
八
〇
年
二
月
二
一
日
）
の
中
で
、

「
日
本
語
の
読
み
に
く
さ
が
治
外
法
権
撤
廃
の
大
き
な
障
害
に
な
っ
て
お
り
、
日
本
人
は
、
本
来
は
難
し
く
な
い
日
本
語
を
ロ
ー
マ
字

化
し
て
読
み
や
す
く
せ
ず
に
、
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
文
字
の
中
に
覆
い
隠
し
て
し
ま
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
明
治
の
も
っ
と
も

早
い
時
期
に
、
ア
ジ
ア
協
会
の
会
員
の
多
く
と
、
明
六
社
の
メ
ン
バ
ー
が
日
本
語
の
簡
略
化
に
つ
い
て
同
じ
考
え
を
持
っ
て
い
た
と
い
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う
の
は
興
味
深
い
。

年
代
が
下
る
と
、
発
表
者
に
日
本
人
の
名
前
も
み
ら
れ
、
姉
崎
正
治
（
一
八
七
三
―
一
九
四
九
。
明
治
―
昭
和
期
の
宗
教
学
者
、
評

論
家
）、
宮
部
金
吾
（
一
八
六
〇
―
一
九
五
一
。
明
治
―
昭
和
期
の
植
物
学
者
）、
石
川
千
代
松
（
一
八
六
〇
―
一
九
三
五
。
明
治
―
昭

和
期
の
動
物
学
者
）、
徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
。
一
八
六
三
―
一
九
五
七
。
明
治
―
昭
和
期
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
な
ど
の
論
文
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
後
は
、
米
国
人
の
日
本
文
学
研
究
家
、
翻
訳
家
エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ィ
ッ
カ
ー
の
『
蜻
蛉
日
記
』

の
英
訳
「T

he
K
ager -o

N
ikki

Journal
of

a
10th

C
entury

N
oblew

om
an

」（
一
九
五
五
年
六
月
号
。
こ
の
訳
は
一
九
六

四
年
に
『T

h
e

G
ossam

er
Y
ears

』
の
題
名
で
東
京
タ
ト
ル
社
か
ら
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
）、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ノ
ー
マ
ン

（H
erb

ert
N
orm

an

カ
ナ
ダ
の
外
交
官
、
日
本
研
究
家
、
太
平
洋
戦
争
後
の
最
初
の
会
長
）
の
「A

n
d
-o
S
h
-oek

i
an

d
th

e

A
n
atom

y
of

Jap
an

ese
F
eu

d
alism

」（
安
藤
昌
益
と
日
本
の
封
建
制
度
の
分
析
」
一
九
四
九
年
一
二
月
）
な
ど
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

３

創
設
期
の
日
本
ア
ジ
ア
協
会
の
活
動
と
切
り
離
せ
な
い
の
が
英
字
新
聞
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
・
メ
イ
ル
』（T

h
e

Jap
an

W
eekly

M
ail

）
の
存
在
で
あ
る
。
同
紙
は
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ヘ
ラ
ル
ド
』、『
ジ
ャ
パ
ン
・
ガ
ゼ
ッ
ト
』
と
と
も
に
明
治
期
に
お
け
る
横

浜
の
三
大
英
字
新
聞
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
た
新
聞
で
、
ア
ジ
ア
協
会
の
評
議
員
だ
っ
た
英
国
人
商
人
ハ
ウ
エ
ル
（W

illiam
G
.

H
ow

ell

）
が
、
当
時
経
営
不
振
で
休
刊
状
態
に
あ
っ
た
『
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
の
所
有
権
を
買
い
取
り
、
一
八
七
〇
年
（
明
治
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三
年
）
に
あ
ら
た
に
横
浜
で
発
行
し
た
週
刊
新
聞
で
あ
る
。
新
聞
の
副
題
にA
P
olitical,C

om
m
ercial,and

L
iterary

Journal

と
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
に
「
文
芸
」
の
文
字
を
掲
げ
た
の
は
こ
の
新
聞
が
最
初
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
ナ
ン
バ
ー
が
現
存
し
て
い
る
が
、

ど
の
分
野
の
記
事
も
充
実
し
て
い
る
。
同
紙
は
ア
ジ
ア
協
会
で
発
表
さ
れ
た
論
文
を
数
日
を
経
ず
に
掲
載
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
協
会
紀

要
に
転
載
す
る
と
い
う
形
で
、
協
会
メ
ン
バ
ー
の
研
究
成
果
を
在
留
外
国
人
の
間
に
広
め
、
一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
に
現
在
の

『
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
』
に
合
併
さ
れ
て
廃
刊
さ
れ
る
ま
で
、
ア
ジ
ア
協
会
の
機
関
紙
的
役
割
を
果
た
し
た
。
大
森
貝
塚
の
発
見
で

知
ら
れ
る
米
国
人
動
物
学
者
モ
ー
ス
（E

dw
ard

S.M
orse

）
は
、「
こ
れ
ま
で
に
外
国
人
が
書
い
た
書
物
の
す
べ
て
が
失
わ
れ
て
も
、

ジ
ャ
パ
ン
・
メ
イ
ル
紙
の
フ
ァ
イ
ル
さ
え
残
れ
ば
、
外
国
人
の
日
本
研
究
記
録
の
う
ち
価
値
あ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
が
残
る
で
あ
ろ
う
」

と
言
っ
て
い
る
。
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
Ｖ
・
デ
ィ
キ
ン
ズ
は
ハ
ウ
エ
ル
の
こ
と
を
、「
極
東
で
こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
た
も
っ
と
も
熟
練
し

た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
と
言
い
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
は
ハ
ウ
エ
ル
の
帰
国
に
際
し
て
、「
ハ
ウ
エ
ル
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
、
社

会
的
に
だ
け
で
な
く
音
楽
の
面
で
も
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
面
で
も
横
浜
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
あ
ろ
う
」
と
言
っ
て
い
る
（
萩
原

延
寿
『
遠
い
崖
』、「
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
日
記
抄
」）。

ハ
ウ
エ
ル
が
去
っ
た
あ
と
の
『
メ
イ
ル
』
は
所
有
者
が
た
び
た
び
交
替
し
た
が
、
一
八
八
一
年
（
明
治
一
四
年
）
一
月
に
親
日
派
の

ブ
リ
ン
ク
リ
ー
（F

ran
cis

B
rin

k
ley

）
が
経
営
者
兼
主
筆
と
な
り
、
洗
練
さ
れ
た
筆
を
縦
横
に
揮
っ
て
日
本
の
文
化
や
歴
史
の
紹

介
記
事
を
し
ば
し
ば
紙
上
に
掲
載
し
、
そ
の
洗
練
さ
れ
た
文
章
で
多
く
の
西
洋
人
読
書
を
引
き
つ
け
た
。
外
務
省
は
同
年
三
月
か
ら
年

間
五
〇
〇
〇
ド
ル
を
『
ジ
ャ
パ
ン
・
メ
イ
ル
』
購
入
の
名
目
で
同
社
に
支
払
い
、
各
国
の
主
要
新
聞
、
雑
誌
社
、
政
府
機
関
に
送
付
さ

せ
た
。
し
か
し
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
は
あ
く
ま
で
も
自
主
的
な
言
論
活
動
を
行
な
い
、
日
本
政
府
の
意
見
を
無
批
判
に
反
映
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
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『
メ
イ
ル
』
の
創
設
期
に
ハ
ウ
エ
ル
が
日
本
ア
ジ
ア
協
会
の
活
動
に
協
力
し
、
そ
の
後
ブ
リ
ン
ク
リ
ー
が
才
筆
を
揮
っ
て
日
本
の
海

外
紹
介
に
つ
と
め
る
な
ど
、
同
紙
が
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
ア
ジ
ア
協
会
に
協
力
し
、
日
本
の
国
際
的
地
位
の
向
上
に
尽
し
た
功
績
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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